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創業から続く有機へのこだわり
　～ノウフクJASへの挑戦とオンリーワンのものづくり～
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下記の件について、官報に掲載されましたのでお知らせします。

なお、直近 日間分の官報は、独立行政法人国立印刷局が提供しているインターネット版「官報」

でご覧いただけます。（ ）

〔告 示〕

○ 即席めんの日本農林規格の一部を改正する

件（令和 年 月 日農林水産省告示第

号）

○ 手延べ干しめんについての生産行程管理者

の認証の技術的基準の一部を改正する件（同

第 号）

○ 人工光型植物工場における葉菜類の栽培環

境管理の日本農林規格の一部を改正する件

（同第 号）

○ 人工光型植物工場における葉菜類の栽培環

境管理についての取扱業者の認証の技術的

基準の一部を改正する件（同第 号）

○ みその日本農林規格の一部を改正する件（令

和 年 月 日農林水産省告示第 号）

○ みそについての生産行程管理者の認証の技

術的基準の一部を改正する件（同第 号）

○ みその生産行程についての検査方法の一部

を改正する件（同第 号）

官官 報報 情情 報報  

8 月20 日（水） 
イトーヨーカドー大森 店 
１F クリーニング屋 横 
（東京都大田区大森北 2-13-1） 

お買い物にいらした皆様に、もっと JAS を知ってもらうため、 
農林水産省・FAMIC・ JAS 協会が共同で普及活動をします。 

8 月24 日（日）、25 日（月） 
イオンスタイル碑文谷 店 
２F スターバックスコーヒー近く 
（東京都目黒区碑文谷 4-1-1） 

ぜひ来てね！ 

 【出展内容】 JAS品とポスターの展示 
お子様に風船をプレゼント ほか 
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光食品株式会社 代表取締役社長 島田 光雅 氏（文中、敬称略） 
［聞き手 JAS 協会専務理事 島﨑 眞人］ 

 

1946 年の創業以来、有機農産物や国産原料

にこだわった調味料や加工食品の製造に取り

組まれている光食品株式会社。安心・安全でお

いしい食品を全国に届け続けています。 

今回は、有機 JAS 制度の制定前から有機原料

を使用した加工食品の生産に取り組む光食品

㈱の島田社長に、有機加工食品製造に取り組ま

れるようになった経緯や商品開発のこだわり

についてお話を伺いました。 

 

 

島﨑 本日はお忙しい中、お時間をいただき

ありがとうございます。はじめに、御社の創業

の歴史についてお聞かせいただけますか。 

 

島田 1946 年に私の父である島田利雄が創

業しました。戦前、父はソースメーカーに勤務

しており、その経験を活かして設立したのが始

まりです。 

 

島﨑 戦後すぐの創業とは、大変な時期だっ

たのではないでしょうか。 

 

島田 そうですね。父は戦争で多くの仲間を

失い、「生き残った者として何か社会に貢献し

たい」という想いがあったようです。 

当時は加工食品に添加物を使うことが一般

的になりつつありましたが、父は戦前の無添加

ソースを再現しようと考え、超特急新幹線ひか

り号の開通にちなんで、合成添加物を一切使わ

ない、「超特級ヒカリソース」を発売しました。 

 

島﨑 そのような想いが、現在の御社の原点

になっているのですね。御社の売上も順調に伸

びていらっしゃると伺っています。 

 

島田 はい。一度も落ちることなく、右肩上

がりで推移しています。20 数年前は年間 8 億

円ほどの売上でしたが、現在は 22 億円程度に

なりました。 

戦後の想いから始まったソース作り 

インタビュー 

創業から続く有機へのこだわり 
～～ノノウウフフクク JJAASS へへのの挑挑戦戦ととオオンンリリーーワワンンののももののづづくくりり～～  

▲ 光食品㈱ 島田社長 
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島﨑 20 数年前、私が農林水産省に勤めて

いた頃に訪問させていただいた企業が、さらに

ご発展されていることを大変うれしく思いま

す。営業担当や広告を持たずにこの成長という

のは、非常に驚きです。 

 

島田 ありがたいことに、そういったスタイ

ルでもご支持をいただいております。 

 

 

島﨑 現在は有機加工食品を中心に販売さ

れていますが、有機の製品を製造するきっかけ

はどのようなところにあったのでしょうか。 

 

島田 ソースには多くの野菜や果実が使わ

れています。その原料についても農薬や化学肥

料を使わず、より安全で安心できるものにした

いと思ったことをきっかけに有機栽培された

原料を使った商品開発に取り組み始めました。 

 

島﨑 当時は有機 JAS 制度も整っていなか

ったと思いますが、原料の確保にはご苦労され

たのではないでしょうか。 

 

島田 おっしゃる通りです。当時は有機や無

農薬の明確な定義がなかったため、「除草剤を

使用していても、直接農産物にかけていなけれ

ば無農薬」といった考えを持つ農家さんもおら

れました。弊社と同じ志を持つ有機原料の生産

者に出会うまでに 1 年半から 2 年ほどかかり

ました。 

 

島﨑 粘り強い取り組みを続けられたので

すね。 

 

島田 はい。1977 年に有機野菜・果実を使用

したウスターソースを発売し、徐々に商品ライ

ンナップを広げていきました。 

 

 

島﨑 その後、2001 年に有機 JAS 制度が制

定されましたが、これについてはどのように感

じましたか。 

 

島田 それまでは私たちが自ら全国の圃場

を訪ね、有機加工食品の原料として使用できる

か判断をしていたのですが、有機 JAS 制度によ

り第三者がきちんと認証してくれるようにな

ったことで、信頼性が大きく高まりました。 

 

島﨑 制度ができた当初は、反対意見も少な

くなかったと記憶しています。 

 

島田 そうですね。認証費用や書類作成の負

担を懸念する声もありましたが、私は最初から

賛成の立場でした。国が公式に認めてくれると

いうのは、消費者にとっても大きな安心材料に

なると思いました。 

 

島﨑 御社は輸出も行っているとお聞きし

ましたが、主な輸出先についても教えていただ

けますでしょうか。 

 

島田 現在は 28 か国に輸出をしています。

有機加工食品製造への挑戦 

有機 JAS制度により信頼性が向上 

▲ JAS 協会 島﨑専務 
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特に EU とアメリカが大きな比率を占めており、

南アフリカやインドなどにも展開しています。 

 

島﨑 輸出先ではどのような商品が人気で

しょうか。 

 

島田 圧倒的に人気なのは、ゆずを使用した

製品です。ゆずポン酢やグルテンフリーの調味

料も好評をいただいています。 

 

 

島﨑 有機加工食品の原料となる有機農産

物の栽培もされているそうですが、自社農園で

の取り組みについて教えてください。 

 

島田 現在、約 15 名のグループで有機農産

物の栽培に取り組んでいます。弊社で製造する

有機加工食品の国産原材料のうち、トマトでは

50〜60％、玉ねぎは 40〜50％が自社農園産で

す。青じそやモロヘイヤは、ほぼ 100％を自社

農園で育てています。使用原料全体の割合とし

ては、わずかではありますが、できる範囲で自

社農園での栽培を行っています。 

 

島﨑 有機農産物の JAS 認証をグループで

取得されているのには、なにかきっかけがあっ

たのでしょうか。 

島田 認証取得の負担を軽減するため、グル

ープでの取得という形をとっています。安定的

な有機農産物を作っていくために有機の圃場

と生産者を増やしていきたいと思っています。 

 

 

島﨑 2025 年 6 月には、新たにノウフク JAS

を取得されたとお伺いしましたが、どういった

ことがきっかけでしょうか。 

 

島田 昨年、規格の存在を知り、障がいを持

つ方々を応援したいという想いから取り組み

を始めました。有機 JAS を取得している認証機

関で認証を取得することができたこともあり、

挑戦しやすかったです。 

 

島﨑 障がいをもつ方々はどういった作業

をされていますか。 

 

島田 自社農園での除草作業や玉ねぎの皮

むき作業等を行っていただいています。 

 

島﨑 今後のノウフク JAS の製品はいつご

ろから販売を開始する予定ですか。 

 

自社農園での取り組み 

ノウフク JASの認証取得も 

▲ 海外で人気のゆずを使用した製品 

▲ 光食品㈱ 島田社長 
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島田 まずは「野菜ドレッシング」をノウフ

ク JAS 品として販売する予定で、11 月ごろの

発売を目指しています。 

 

島﨑 ノウフク JAS は近年伸びてきており、

農林水産省も力を入れています。JAS 協会とし

てもノウフク JAS 認証取得をきっかけにさら

に発展されることを願っています。 

 

 

島﨑 「三方良しの商品開発～農家・消費者・

環境を裏切らない～」を理念に掲げておられま

すが、商品開発はどのようにされているのでし

ょうか。 

 

島田 有機加工食品の製造をはじめたころ、

生産者の皆さんには本当にお世話になりまし

た。その経験から、規格外となった農産物等の

引き取り先に困っている生産者の方がいれば、

できる限り買い取って少しでも生産者の方の

力になりたいという思いがあります。 

例えば人参が 100 トンあると言われれば、ま

ずはそれを買い取って、そこから何を作るかを

考えます。そうした生産者の方の畑の都合から

生まれた商品も多いです。 

島﨑 そうした柔軟な発想が、独自性につな

がっているのですね。 

 

島田 他社と競合しない、オンリーワンの商

品づくりを常に意識しています。 

 

 

島﨑 「環境保全型工場」を建設された経緯

について教えてください。 

 

島田 当時、海外で義務化が進められていた

HACCP をいち早く導入するとともに、せっかく

なら外から見ても分かる、環境に配慮した工場

を作ろうと考えました。有機食品に関心のある

お客様は、環境問題にも高い関心を持たれてい

ることが多いため、より喜んでいただけると考

えました。 

 

島﨑 廃棄物についてはどのように管理さ

れているのでしょうか。 

 

島田 野菜くずなどの廃棄物は自然エネル

ギーのみを利用して、ハウスで時間をかけて

「たい肥化」しています。また、ゆずなどの柑

橘系は果汁を搾った後、皮が大量に残ります。

この皮はジャムにしたり、海外向けのノンシュ

ガー製品にしたりして余すことなく活用して

います。 

 

島﨑 有機加工食品の製造販売にとどまら

ず、工場の在り方にまで広がるこだわりをお伺

いでき、御社の信念の強さを改めて実感しまし

た。本日は貴重なお話をお聞かせいただきあり

がとうございました。 

 

 

 

商品開発へのこだわり 

工場にも付加価値を 

▲ インタビューの様子 
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こんにちは。農林水産省基準認証室です。

突然ですが、みなさんは大阪・関西万博をご覧になりましたか？現在、大阪府此花区の夢洲（ゆめし

ま）で開催中の万博では、さまざまなテーマのもと、社会の未来に向けた多彩な展示が行われていま

す。農林水産省では、6月 8 日から 15 日までの期間、「RELAY THE FOOD～未来につなぐ食と風土～」を

テーマに、日本の農林水産業や食文化を紹介するイベントを実施しました。そしてその前日、6月 7 日

には、屋外のポップアップステージ西にて JAS をテーマとした広報イベントを開催しました。JAS 協

会、FAMIC のご協力のもと、多くの方々に JAS について知っていいただく貴重な機会となりました。今

回はこの取組みの内容と結果を紹介します。

大阪・関西万博の会場は、大阪湾に浮かぶ人工島にあります。アクセスは鉄道やバスが便利です。大

阪市内中心部から地下鉄で約 30 分。夢洲駅に近づくにつれ、電車内が万博を訪れる方たちで通勤ラッ

シュのようにいっぱいになってきたのが印象的でした。万博会場の東ゲートは夢洲駅のすぐ近くにあ

ります。6 月 7 日の来場者は関係者含めて合計

約 17 万人だったとのことで、夢洲駅周辺は朝

から非常に活気に溢れていました。

私たちのイベント会場は、西ゲートの近くに

あります。駅周辺のにぎわいとは対照的に、オ

ープン前の敷地内は静かで落ち着いた雰囲気

です。15 分程歩くと、木造の大屋根リングの向

こう側にステージが見えてきました。

会場に到着後は、万博スタッフの方々と打合

せを行い、その後持ち込んだ展示品を並べてい

きます。どのような説明を行うかをイメージト

レーニングしながら、手際良く準備を進めま

す。10 時 15 分頃、予定より少し早めにイベン

トがスタートしました。マイクを使って呼び込

みを行いましたが、最初は何を話せば良いの

か、模索しながらです。万博のスタッフの方か

らアドバイスをいただきながら、徐々に滑らか

な口上となり、それとともにご来場のお客様も

次第に増えていきました。

大阪・関西万博で JASをＰＲ！

隔月掲載コーナー

農水省

JAS室だより

大
JAS室だだだだだよりJAS室だだだだだより

▲ ステージ周辺の様子

▲ ステージ上の雰囲気
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ステージ上では、JAS マークが付いた様々な商品を展示。来場者の皆様に、その中から JAS マークを

探していただきながら、各マークの意味を紹介しました。丸 JAS は皆さんご存知でしたが、特色 JAS と

有機 JAS は認知度が低い様子。また、木材にも JAS があることや、万博の大屋根リングにも JAS 認証

材が使用されていることをお伝えすると、多くの方が興味を示してくださり、関心の高さを感じまし

た。 

JAS マーク探しの後には、万博限定の JAS マーク顔出しパネルで記念撮影を楽しんでいただきまし

た。さらに、JAS 普及のためのキャッチフレーズ案に投票していただく企画も実施。こちらの結果は、

他の投票結果とあわせて公表しますので、お楽しみに！  

天候は梅雨入り直前ということで、曇りと晴れを繰り返す一日でしたが、夕方にかけて晴天となり、

多くの方にお越しいただきました。最終的には幅広い年齢層のおよそ1,000名の方にご来場いただき、

大盛況のうちにイベントを終えることができました。 

万博という大規模なイベントならではの来場者層に向けて、JAS の普及を行うことができ、対面での

説明を通じて多くのご意見・ご感想をいただけたことは、私たちにとって大きな成果です。 

15 時過ぎにイベントが終了。撤収作業を行った後、あっという間に農林水産省の次のイベントの準

備が始まりました。限られた時間ではありましたが、密度の高い、充実した一日となりました。 

農林水産省基準認証室は、万博以外でも JAS の普及イベントを行っています。2025 年度はこども霞

ヶ関見学デー（8月 6・7 日：農林水産省）、実りのフェスティバル（10 月 31 日・11 月 1 日：池袋サン

シャインシティ）、消費者の部屋（11 月中予定：農林水産省）に出展予定のほか、東京近郊のスーパー

マーケット等でもイベントを開催する予定です。詳しくは農林水産省の JAS 普及・イベントに関する

サイト（https://www.maff.go.jp/j/jas/hukyuu.html）をご覧いただくか、または上記のイベント名で

検索の上、詳細をご確認ください。 

今後も皆様に、より身近に JAS を感じていただけるよう、様々な機会で普及活動を展開して参りま

す。どうぞご期待ください！ 

 

JJAASS 室室（農林水産省 大臣官房 新事業・食品産業部 食品製造課 基準認証室） 

TEL ：03-6744-7139 Email ：jas_soudan@maff.go.jp 

HP  ：http://www.maff.go.jp/j/jas/index.html 

▲ キャッチフレーズ投票 ▲ JAS マーク探し 
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水水稲稲有有機機栽栽培培のの雑雑草草管管理理  

～機械除草技術を中心とした「水稲有機栽培技術マニュアル」のご紹介②～ 

水稲有機栽培の雑草防除については数多くの関連書籍が出版され、これまでたくさんの成功事

例が紹介されています。しかし実際には水田雑草がたくさん残る場合も多く、必ずしも紹介され

た事例のようにうまく行くわけではありません。雑草防除に成功するためには、防除効果に影響

する要因を理解し、それぞれの技術を効果的に組み合わせて使うことが必要となります。これま

で農研機構では水稲有機栽培の研究に取り組み、その成果をマニュアルや手引き等にまとめてホ

ームページで公開してきました。こうした成果をもとに本誌 月号では水稲有機栽培における基

本技術と作業のポイントを紹介しました。今回は、雑草管理について紹介します。

農研機構 中日本農業研究センター

転換畑研究領域 栽培改善グループ グループ長補佐 内野 彰

雑草防除の作業概要 

農研機構では、稲葉ら（ ）の紹介する栽

培体系を基本に、乗用型機械除草機（高精度水

田用除草機）（図 ）を利用した水稲有機栽培

試験を 年から 年以上にわたって実施

しました。この栽培の防除体系は表 に示すと

おりです。この体系ではまず 回代かきを行い

ます。 回目の代かきの後に 〜 週間ほど湛

水状態を維持して水田雑草の出芽を促し、この

間に出芽した雑草を 回目の代かきによって

どんとこい有機 

図 高精度水田用除草機による機械除草（左）および同機による米ぬか同時散布（右）

左：多目的田植機の後部に高精度水田用除草機を装着して除草する様子。右：側条施肥装置から肥料散布ホ

ースを伸ばして除草機に取り付け、除草しながら米ぬかを散布する（移植 日後の米ぬか同時散布の様子）。

表 試験圃場（つくばみらい市）における

雑草防除体系

・ 月中旬 回目代かき

・ 月上旬 回目代かき

・代かき翌日に中苗移植

・移植同時に米ぬか散布（ ）

・移植 日後に乗用型機械除草機 米ぬか散布
（ ）

・移植 日後に乗用型機械除草機

・移植後は中干しまで深水管理を維持
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埋めこみます。出芽した雑草の生育が進みすぎ

ると埋め込みが難しくなるため、湛水期間中は

水深を深く維持して生育を緩慢にさせ、生育が

進みすぎた場合は途中に追加で代かきを行う

などして、出芽した雑草が 回目の代かき後に

残らないようにします。

代かき・移植後には米ぬかを散布します。出

芽後の雑草には米ぬか散布の効果が低下する

ため、代かき後の早い時期に米ぬかを散布しま

す。具体的には代かきと移植の間隔を短くし、

移植当日に米ぬかを散布するようにします。移

植直後に米ぬかを散布すると苗の活着への悪

影響が懸念されますが、中苗を移植して苗が水

没しないようにすれば、苗への悪影響はほとん

どありません。米ぬか散布量は が目

安ですが、農研機構の試験では多目的田植機の

施肥ボックスを利用して散布したため（図 ）、

回に分けて（移植時および移植 日後の機

械除草時に） ずつ散布しました。

水稲が活着した移植 日後には 回目の機

械除草を行い、移植 日後に 回目の機械除

草を行います。乗用型機械除草機は水稲条間を

回転ローターで強く攪拌するため、 回の機械

除草を行えば水稲条間の雑草を強く抑制する

ことができます。一方で水稲株間（水稲条内の

株と株の間）の雑草に対しては回転ローターの

効果が無く、この部分の除草効果はあまりあり

ません。表 の防除体系では、株間の除草を米

ぬか散布の効果に頼る部分が大きく、除草効果

を安定させるためには米ぬか散布の効果を安

定させることが重要となります。

移植後は水稲が水没しないよう、水稲の生育

に合わせて徐々に水深を深くし、決して落水状

態にならないように管理します。中干しまでの

期間は平均 以上の水深を維持するのが理

想です。水田雑草のノビエは、落水状態や浅水

状態では旺盛に生育しますが、 以上の水

深を維持すると多くの個体が枯死し、生き残っ

た場合も徒長した軟弱個体となって機械除草

で効率よく防除できます。

防除効果に影響する要因 

（ ） 回代かき

回代かきは、最初の代かきから移植直前の

代かきまで最低でも 週間の間隔を空ける必

要があります（図 ）。代かきと代かきの間は

湛水状態を保ち、田面が露出しないよう注意し

ます。 回代かきはノビエに有効ですが、コナ

ギには高い効果が期待できません（図 ）。コ

ナギは土壌のごく表層の種子だけが出芽する

ため、代かきによって土中の未発芽種子が表層

に移動すると新たな出芽が始まります。このた

めコナギには 回代かきの効果が期待できま

せん。

（ ）米ぬか等有機物の散布

米ぬか以外の有機物、たとえばくず大豆や菜

種油粕などを散布しても効果があります。米ぬ

図 回代かきのノビエ抑制効果に及ぼす

代かき間隔の影響

年の 角コンクリートポット試験の結果。

に 回目の代かきを行い、調査は に行っ

た。 回目と 回目の代かきの間隔が 週間ではノビ

エを抑制しないが、 週間以上の間隔を空けると生育

が強く抑制される（農研機構 ）。

8　JASと食品表示 ◆ 2025.8



かであれば 、くず大豆であれば

米ぬかと混ぜて各 程度、菜種油粕で

あれば を散布するのが一般的です。

米ぬかをそのまま使うと風で吹き寄せられる

などして作業性が悪いため、ペレット化あるい

は粒状化したものを使用するのが便利です。

有機物を土壌表面に散布すると土壌表層が

強還元状態になるため、発芽に酸素を必要とす

る雑草（アゼナ、タマガヤツリ、キカシグサな

ど）に高い効果があります。低酸素条件でも発

芽する水田雑草（コナギ、ノビエ、イヌホタル

イなど）には効果が大きく変動しますが、コナ

ギに対する効果は、作期が遅いほど（ 月上旬

よりも 月下旬や 月上旬に移植する方が）効

果が安定する傾向があります（図 、図 ）。

このため米ぬか散布には、 月に中苗移植を行

う栽培体系が適しています。

（ ）深水管理

ノビエは全ての葉が水没した状態が続くと

生長が抑えられ、やがて多くの個体が枯死しま

す。ノビエにはタイヌビエ、イヌビエ、ヒメタ

イヌビエといった草種がありますが、この中で

はイヌビエに対する効果が最も高く、

の水深でも多くの個体が枯死します。ヒメタイ

ヌビエ、タイヌビエの順に深水管理の効果が低

図 ノビエとコナギに及ぼす 回代かきの影響

角コンクリートポット試験の結果。 年は

に 回目、 に 回目の代かき、 年は

に 回目、 に 回目の代かきを行い、調査

は 月に行った。ノビでエは 回代かきで生育が強

く抑制されるが、コナギではほとんど抑制されない

（農研機構 ）。

▲ ノビエ ▲ コナギ

図 異なる土壌および試験時期における

新鮮有機物施用のコナギ防除効果

年のワグネルポット試験の結果。代かき 日後に米

ぬか散布 を行い、 週間後のコナギ残草量を

調査。米ぬかは 処理、米ぬかくず大豆は各

処理。土壌の由来によってコナギ防除効果が大

きくばらつくが、試験時期が遅いと効果が安定して高く

なる（農研機構 ）。

図 異なる試験時期における

コナギ防除効果の比較

年の 角コンクリートポット試験。代かき 日後

に移植して米ぬか散布を行い、 月中〜下旬にコナギ残草

量を調査。図 の土壌 を使った結果。試験時期が遅い

とコナギ防除効果が安定して高くなる（農研機構 ）。
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下しますが、この場合も の水深であれ

ば生育が大きく抑制され、 以上の水深で

ほとんどの個体が枯死します（図 ）。

一方、コナギやイヌホタルイなどの水田雑草

も深水によって生育抑制を受けますが、ノビエ

ほどの効果はありません。

多年生雑草の防除 

クログワイやオモダカなど塊茎から出芽す

る多年生雑草は、機械除草を除けば高い防除効

果をもつ技術がないため、作期中にこまめに手

取り除草に入ることが重要です。上記の 回代

かきや深水管理、米ぬか散布はいずれもあまり

高い効果がありません。土中にあるクログワイ

やオモダカの塊茎を減らすには塊茎を乾燥さ

せるのが良いとされます。具体的には刈り跡の

早期耕起、暗渠施行による乾田化、農閑期の複

数回耕起、大豆など畑作物との輪作などが考え

られます。有機栽培をこれから始める場合は、

多年生水田雑草の無い圃場を選ぶことも重要

です。

※次回 月号では、有機水稲の害虫防除に関

する情報をお届けする予定です。

＜参考資料等＞

・稲葉光圀（ ）「無農薬有機のイネつくり」農文協

・農研機構（ ）高能率水田用除草機を活用した水稲有機栽

培の手引き（図 ）

・農研機構（ ）機械除草を中心とした水稲有機栽培マニュ

アル（ 年 月） 雑草の抑制技術 耕種的雑草防除

図 深水管理がノビエの生育に及ぼす影響

年の ワグネルポット試験。ノビエとして知られるタイヌビエ、ヒメタイヌビエ、イヌビエの

種について、それぞれ異なる由来の 系統を供試。ポットにノビエ実生を移植後、深型コンテナンなどを利

用して所定の水深を維持し、移植１ヶ月後に地上部乾物重を調査した。ノビエの種類によって効果が異なり、

イヌビエに対して効果が最も高く、次にヒメタイヌビエ、タイヌビエの順に効果が高い（農研機構 ）。

図 「高能率水田用除草機を活用した水稲

有機栽培の手引き」表紙（左）および

サイトの コード（右）
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令和 6 年度農林水産祭の林産部門で天皇杯

を受賞した株式会社 T-FORESTRY（神奈川県小

田原市）代表取締役 辻村百樹氏を招いてのシ

ンポジウムが、6月 5日に紙パルプ会館フェニ

ックスホール（東京都中央区）にて開催されま

した。同シンポジウムに参加する機会を頂きま

したので、その模様をお届けします。 

農林水産祭は、国民の農林水産業と食に対す

る認識を深めるとともに、農林水産業者の技術

改善及び経営発展の意欲を高めるため、農林水

産省と公益財団法人日本農林漁業振興会の共

催により昭和 37 年から実施されています。令

和 6年度は 63回目、本年度は 64 回目の実施と

なります。 

天皇杯と聞くと、相撲、サッカー、バレーボ

ールなどスポーツ競技を思い浮かべますが、ス

ポーツ関係以外で天皇杯を賜る唯一の顕彰が

農林水産祭です。 

 

審査に当たった農林水産祭中央審査委員会

林産分科会主査の田中浩氏（筑波大学名誉教授）

は、天皇杯を受賞した株式会社 T-FORESTRY に

ついて、受賞理由を以下の通り説明しました。 

【受賞者の取組の経過と経営の状況】 
・受賞者が管理運営する森林は、江戸時代に商家
であった同社代表の辻村氏の祖先が小田原藩
に金銭面で貢献した功績により与えられた、藩
有林の永代管理権を承継したものである。 
・当該森林は、現在 65 年生以上のスギ、ヒノキ
の人工林が主体であり、林齢 300 年を超える
スギ林もある。 
・伐採後の植林、保育による支出を考慮すると収
益が見込めず、一時的に主伐を休止し、森林組
合に施業委託をして間伐を行っているが、森林
を余暇のための活動空間として活用すること
を発案し、平成 22（2010）年２月に T-
FORESTRY 社を設立した。 
・同社が運営する森林空間活用サービス施設「フ
ォレストアドベンチャー」は、年間２万人が訪
れる人気スポットに成長している。 

【受賞者の特色】 
＜高齢級の森林を活用した森林サービスを展開＞ 
・フォレストアドベンチャーは、１ha の森林内
で地上から高さ 10～22ｍの木々の間に張られ
たワイヤーをジップスライド（空中滑空）や樹
間歩行をしながら森林内を巡ることができる
施設である。 
・加えて平成 30（2018）年からは、2.5ha の森

ははじじめめにに  １ 株株式式会会社社 TT--FFOORREESSTTRRYY のの  
天天皇皇杯杯受受賞賞理理由由  ２ 

優優秀秀農農林林水水産産業業者者にに係係るるシシンンポポジジウウムム  
（（トトッッププリリーーダダーー発発表表会会））  

森森林林ササーービビスス産産業業のの推推進進にによよるる  

都都市市近近郊郊ででのの新新たたなな林林業業経経営営  

おおどどろろ木木  桃桃ノノ木木  山山椒椒のの木木  

▲ 会場の様子 
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林内で既設の路網を活用したマウンテンバイ
ク用のコースを 10 種類、総延長 2.5kmを整備
し、「フォレストバイク」の事業も開始した。 
・こうした森林空間を活用したサービスの提供
により、ファミリー層と若者グループ層を中心
とした集客に成功している。 

【普及性と今後の発展方向】 
・同社は、令和６（2024）年３月にフォレストア
ドベンチャーをリニューアルオープンした。ア
ドベンチャーコースを変えるなどリピート客
を飽きさせない工夫と、林内の枯損木・危険な
枝の除去等安全性の確保を絶えず行っている。 
・また、同施設は立木をそのままの状態で活用し
ており、設備を撤去するだけで以前のような森
林に戻すことも可能である。 
・高齢級の森林資源、立地等に適応した森林空間
活用サービス施設の設置により、森林空間を活
用するという手段で資金を獲得してそれを森
林管理に充てることにより、代々育んできた森
林を後世に引き継ぐ取組を進めている。 

 

 

続いて、株式会社 T-FORESTRYの代表取締役 

辻村百樹氏による業績発表が行われました。 

辻村氏は、自動車メーカー勤務を経て、神奈

川県と山梨県で江戸時代から続く山林・農園の

8代目を継承しました。 

森を育てるというと、木の生産、出荷、製材、

使い方に目が行きがちですが、地球の活動の極

小さな一つを担っているという視点が必要で

あり、人間は決して自然の上に立つものではな

く、共生するものだと考えています。 

人工林の育成には長い時間をかけた保守が

必要であり、時代背景や経済環境の変化に翻弄

されます。江戸から明治、大正、昭和、平成、

令和と時代は移り変わっても、それは一本の木

が成長する年月に過ぎません。スギの山元価格

が昭和 37年頃の水準に下落した一方で、人件

費は当時の 20倍に膨れ上がっています。コス

ト算入基準が現実経済とは乖離した現在、木の

需要変化を育林制御にリンクさせることは困

難です。 

具体的には、スギ一本を 60年間育てて、山

元の収入はおよそ 500円。一方、当社の辻村農

園ではタケノコを 1 本 400 円程度で販売して

います。タケノコを 60年間収穫し続けた方が

よほど大きな売り上げになる不思議な話です。 

木材生産の限界、持続可能な林業の崩壊、木

材生産林業から脱却せざるを得ない状況を背

景に、木だけを見るのではなく、里山の役割を

再考し、長大な時間軸を踏まえた新しい時代の

ニーズ発掘に取り組みました。 

里山には次の役割が考えられます。木材、果

実、農産物及び花卉といった「素材の生産」、

木質エネルギー（薪炭・ペレット、バイオマス

発電）、水資エネルギー（小水力発電の復活）

及び太陽光エネルギー（遊休地にてソーラー発

電所稼働）による「エネルギー創出」、生物多

様化、鳥獣被害の対応、豊富な自然餌による「生

態系の保全」、そして「余暇の提供」です。 

里山でできることを書き出すと、「歩、走、

登、降、飛、滑、乗、探、眺、休、癒、寝…」

など様々な内容が思い浮かび、山の可能性に気

づき発想が広がります。 

そこで 2010年に開設したのが「フォレスト

アドベンチャー・小田原」です。きっかけは、

フランス発祥のアウトドアパークの第一号が

河口湖にオープンしたというニュースを見た

ことでした。自然の森の地形と樹木をほぼその

TT--FFOORREESSTTRRYY 辻辻村村代代表表のの発発表表  3 

▲ 辻村代表の発表の様子 
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まま活用し、木々の間に張られたワイヤーをジ

ップスライド（空中滑空）や樹間歩行しながら

巡ります。フランス製で登山にも使われるハー

ネスを着用するなど、安全性の確保にはお金を

惜しみません。体力・知力・判断力・行動力・

防御力を高度にミックスし、恐怖心を克服しな

がら、高い満足感を得る仕組みです。林床と立

木への負担を最小限にするレイアウト、木に過

度な負担がかからない施工方法、電気等の動力

は不要であること、アトラクションとワイヤー

を撤去すれば、元の森に戻ることが特徴です。 

また、2018 年には里山の更なる活用のため

に「フォレストバイク・小田原」を開設しまし

た。自然の森の地形と樹間の作業路をほぼその

まま活用したもので、インストラクターによる

マウンテンバイクの基礎の習得（走る・曲がる・

止まる）を経てご利用いただきます。体力・知

力・判断力・持久力・マナーを高度に育成し、

ファミリーで楽しむ新たなマウンテンバイク

の世界感を醸成しています。一番のポイントは

コースづくりです。専門家を招いて雨水管理を

最優先に、コースを建設して林内表層を維持し

ています。またこのコースは、森林管理路、ト

レイルランニングコース等に複合使用してい

ます。道に人やバイクが入ることは、鹿や猪へ

の威嚇になるため、獣の里山への侵入を防御す

るやわらかな緩衝となっており、森の穏やかな

活用であると考えています。 

続いて、「小田急ハンターバンク」の取組が

紹介されました。ハンターバンクとは、狩猟に

興味のある方と、獣害に悩む農林家繋ぐ会員制

の狩猟マッチングプラットホームで、路線へ鹿

や猪が侵入する事故に悩む小田急電鉄株式会

社が考え出した解決策です。自然との触れ合い

を求める都市在住者、初級ハンターや狩猟免許

保有者、ハンティング情報交換を求めるビギナ

ーが会員となり、業務委託を受けた T-

FORESTRY 社が仕掛けた檻に獣がかかるとセン

サー付きカメラからその中継画像が会員に届

き、会員は数日の間にインストラクターと共に

狩猟する仕組みです。会費に罠・狩猟具・保険

等が含まれ参入が容易であること、平日にカメ

ラの確認をし、週末に止め刺し、解体、ジビエ

を獲得するといった週末狩猟が叶うこと、プロ

から 3 ヶ月で獣害被害対策の基礎を学習でき

ることが特徴です。現在会員は 200名超となっ

ています。 

最後に、現在の「辻村農園・山林」について

紹介がありました。総面積約 80ha（25万坪）

のうち、山林は 80％、農園（梅・蜜柑・竹）

12％、エネルギー事業（メガソーラー発電所）

4％、余暇提供（フォレストアドベンチャー、

フォレストバイク）4％の内訳となっており、

全体からするとわずかなスペースで次の世代

に繋げられる活動をしています。 

辻村氏は、森づくりは世代を超えた永い取り

▲ T-FORESTRY社の運営体制 （配布資料をもとに作成） 

2025.8 ◆ JASと食品表示　13



組みであり、山を守るということは歴史の継承

に過ぎない。森は悠久の産物で、里山は地元の

恵みの源泉であり、そのなかで次の世代に美し

い森を繋げるという思いで取り組んでいます。

と、発表を締めくくりました。 

 

 

農林水産祭の審査を担当した田中主査をコ

ーディネーターに、辻村代表のほか、以下のコ

メンテーターが登壇してディスカッションが

行われました。 

・葛城 奈海（農林水産祭中央審査委員会 林産分
科会 委員（ジャーナリスト）） 
・平野 悠一郎（国立研究開発法人森林研究・整
備機構 森林総合研究所 多摩森林科学園 主任
研究員） 
・鈴木 毅人（株式会社 T－FORESTRY 総括マネ
ージャー） 
・豊永 洋子（神奈川県 県西地域県政総合センタ
ー 森林部森林保全課 副技幹） 

田中 T-FORESTRY 立ち上げ初期に苦労したの

はどのようなことですか。 

辻村 何をやろうかと考える中でフォレスト

アドベンチャーの存在を知り、即断しました。

フォレストアドベンチャーとはフランチャ

イズ契約を結び、フランス人の設計者を招い

て取り組むことになったのですが、海外のテ

ーマパークをそのまま日本に持ち込むので

はなく、日本の自然とフランスの思想や技術

の両方を取り込むことに気を配りました。 

当初は営業委託でフォレストアドベンチ

ャーを開始しましたが、その時アルバイトで

参加した素晴らしいメンバーに、社員として

小田原で活動してもらうことになったこと

が、この事業で一番良かったことです。うち

には 3 代続く大番頭が居て山の管理をして

おり、次の世代が居ないことが一番の悩みで

した。意図したことではないのですが、フォ

レストアドベンチャーを立ち上げ、社員 8名、

アルバイト 20数名となり、彼らが山に携わ

っていることが一番の成果です。お客様の少

ない平日は番頭の下で森林作業や農園作業

をし、番頭が引退した今では社員とアルバイ

トでその活動をできるようになりました。 

田中 T-FORESTRY の鈴木さん、同時を振り返

ってどうですか。 

鈴木 番頭さんとの戦いは大変でした。それで

も、草刈りをしたこともなかったスタッフが、

チェーンソーを使って木を伐れるようにな

ったり、農園作業をしたり、時間はかかりま

したが皆が成長し、色々できるようになりま

した。 

平野 社会の森林へのニーズを見極めて順応

する力はどう養われたのですか。 

辻村 社会ニーズの変化は絶えずあります。か

つて森林は聖域でしたが、その価値が世の中

で知られなくなってきました。今では、木造

住宅の柱と木が結びつかず、工業製品のよう

にとらえられているのではないかと思いま

す。森が人を拒んでいる場合ではない、森に

人を入れないといけない。一生に一度でも木

に触れ、登ることで、将来家を建てるときに

木のことを頭の片隅に思い出して欲しいと

思いました。 

平野 森林を所有していない人も長期的視点

で森を育てる考え方に辿り着けますか。辻村

デディィススカカッッシショョンン  4 

▲ 田中コーディネーター（左）と辻村代表（右） 
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さんならどのようにその考え

方を伝えますか。

辻村 自然は強く、人が考えるよ

りも包容力があります。林間を

マウンテンバイクで走っても、

1、2本伐ってもそれでどうなる

ものではありません。山にモミ

の大木があります。うちの山の

モミは、120～150年の間に必ず枯れます。人

がどうこう影響できるものではなく枯れて

しまうので、枯れる前に使います。人は自然

のサイクルを垣間見ているだけで、その傍ら

で活用しています。

豊永 辻村さんは所有林を開放して多くの人

を招き、森林への入り口を広げたと思います。

企業の社員研修や視察も多く訪れますが、彼

らの反応を教えてください。

辻村 視察はなるべく受け入れるようにして

います。山持は金持ちだという妄想があるの

で、木の値段の話が一番驚かれます。現場で

の話だと素直に理解していただけます。

鈴木 コロナ後、アウトドアブームが起こった

影響で、会社関係の視察が多くありました。

3 時間ほど説明するこれは一種のエンター

テインメントと考え、お金を頂くようになり

ました。今は受け身ではなく能動的な視察が

増えてきました。

葛城 日本の自然や伝統的価値観を大切にし

たいのは、どうしてでしょうか。

辻村 きれいな森、美しい森にしておきたいと

いう私の視点で日本の山を見ており、それが

日本人であることだと思います。山にいると、

山の神を感じる偶然の瞬間があり、それが山

の不思議さであり、面白さである。それを子

供の頃から体験しているのだと思います。

（以下、会場参加者からの質疑応答）
参加者 都市近郊の林業経営のメリットとデ

メリットはどちらが大きいですか。

辻村 メリットが 8割と感じています。新幹線

の止まる小田原駅からバスに乗り換えて公

共交通機関だけでも行けるし、車で東京から

1 時間程度のアクセスの良さは大きいメリ

ットです。マイナス面は固定資産税金が高い

ことです。

参加者 若い担い手人材は多くいますか。

鈴木 アイデアマンや活発に活動できる人は

少なく、雇用は難しいです。マウンテンバイ

クのスタッフは週末だけアルバイトするな

ど、少し尖がった人たちに、趣味と実益を兼

ねてうまく働いてもらいます。

参加者 森の中でワイヤーなど機材を付ける

うえで、一本一本の木の確認はどうしていま

すか。また、雪があっても取り入れられるア

ドバイスがあれば教えてください。

鈴木 毎日木をチェックしています。マニュア

ルがあり、樹木医もいます。アルバイトでも

毎日見るので異変に敏感に気づきます。また、

雪の地域でもフォレストアドベンチャーの

アトラクションは実施できます。雪の地域は

苦労していますが、北海道では雪の中で滑る

ことに振り切って前向きに捉えています。

ディスカッションの終わりに、辻村代表は

「山を良くし、次の世代に美しい山を送るため、

エンターテインメントは手段です。これが一つ

の役割としてお金が残り、上手くいくまでの間

役に立ち、いずれは木造の家が増えてくれば良

い」と語られました。

▲ パネリスト（左から、鈴木氏、葛城氏、平野氏、豊永氏）
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JAS 協会は 6 月 23 日、ホテルモントレ銀座（東京都中央区）において「令和 7 年度通常総会」

を下記の通り開催し、全議案が承認されましたことをご報告申し上げます。 

今後とも本協会の事業推進に一層のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

記 

1．日 時 令和 7年 6月 23 日（月）16:00～17:05 

2．場 所 ホテルモントレ銀座 パルテール（東京都中央区銀座 2丁目 10番 2号） 

3．挨 拶  

4．議 案 第 1 号議案 令和 6年度事業報告及び収支決算に関する件 

第 2号議案 会費及び賛助会費の額並びに納入方法に関する件 

第 3号議案 役員の改選に関する件 

 

会長挨拶に続き、以下のご来賓の皆様から、それぞれご挨拶を賜りました。 

JJAASS 協協会会のの活活動動  

令令和和７７年年度度  通通常常総総会会ののごご報報告告  

▲ JAS 協会 

戸谷会長 

▲ 農林水産省大臣官房 

新事業・食品産業部 

食品製造課 谷室長 

▲ 消費者庁 

食品表示課 清水課長（当時） 

▲ 林野庁林政部 

木材産業課 川原室長 

▲ FAMIC 

牟田理事 
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議事概要を以下にご紹介します。 

島﨑専務理事から、会員の出席者は、団

体・企業の会員総数 588 名中、委任状提出

者 399 名、当日の出席者 39 名を含めた計

438 名で過半数に達しており、総会が成立

している旨を告げた後、定款第 15 条によ

り、戸谷会長が議長となり開会しました。 

議長は、全国味噌工業協同組合連合会 理

事 加藤 妙子 氏 及び日本スープ協会 専

務理事 原 孝治 氏を議事録署名人に選出

し、議案審議に入りました。 

  

■第 1号議案 令和 6年度事業報告及び収支決算に関する件 

第 1 号議案の説明後、令和 6 年度収支決算等につき監事の監査報告を求めたところ、湯川監事

から、令和 7 年 4 月 28 日に行った監査の結果、適正適法に処理されていた旨の報告がありまし

た。その後、議長が質問及び意見を求めたところ、全員異議なく原案どおり承認されました。 

 

■第 2号議案 会費及び賛助会費の額並びに納入方法に関する件 

第 2号議案の説明後、質問及び意見を求めたところ、全員異議なく原案どおり承認されました。 

 

■第 3号議案 役員の改選に関する件 

第 3 号議案に関して、現役員全員が本総会終結の時をもって任期満了退任するため、後任者を

選任する必要がある旨を説明した後、理事候補者が 23名中、17名が重任、6名が新任、監事 2名

は重任である旨を伝え、議長が質問及び意見を求めたところ、全員異議なく原案どおり承認され

ました。 

新任理事：公益財団法人 日本食品油脂検査協会 理事長 青山 稔 氏 

柏木総合法律事務所 弁護士 迫 友広 氏 

公益社団法人 日本缶詰びん詰レトルト食品協会 専務理事 武田 淳 氏 

一般社団法人 日本果汁協会 会長 中村 英男 氏 

一般財団法人 食品環境検査協会 理事長 廣瀬 裕 氏 

一般財団法人 全国調味料・野菜飲料検査協会 理事長 三輪 克行 氏 （以上 6名） 

新理事からは、それぞれ一言ご挨拶を頂戴しました。なお、新任理事を含む理事名簿は JAS 協

会 WEB ページでご覧いただけます。 

 

以上で全議案の審議を終了しました。 

引き続き、会員に対してその他の意見を求めたところ、意見はなかったことから、通常総会は

閉会しました。  

▲ 総会の様子 
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公益社団法人 日本缶詰びん詰レ

トルト食品協会 土橋前専務理事

中締めのご挨拶

懇親会の様子懇親会の様子

総会終了後、会員、農林水産省及

び消費者庁からのご来賓の皆様

など約 100 名が集まり、歓談のひ

とときを過ごしました。

来賓のご挨拶

農林水産省大臣官房

新事業・食品産業部

食品製造課 野添課長

乾杯のご発声

JAS 協会 井上副会長

参加者の活発な交流で

会場は盛り上がりました。

たくさんの皆様の

ご参加に

感謝申し上げます。
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6 月 24 日に、食品表示懇談会 第 10回 個別

品目ごとの表示ルール見直し分科会が開催さ

れましたので、以下に概要をお伝えします。

議 題

（1）旧食品衛生法に由来する個別品目ごとの

表示ルールの見直しについて

（2）凍り豆腐の個別品目ルールの説明及びヒア

リング（全国凍豆腐工業協同組合連合会）

（3）乾めん類の個別品目ルールの説明及びヒ

アリング（全国乾麺協同組合連合会）

冒頭、消費者庁井上審議官から、「昨年度は

12 月までに 7 回の検討会で 22 品目を議論し、

その結果を踏まえて 3月 28 日に食品表示基準

の改正を行いました。今年度も引き続き横断的

ルールに合わせることを基本としつつ、食品ご

との個別の事情や制定の経緯、消費者の要望等

を踏まえながら議論いただき、残りの品目も食

品表示基準の改正に繋げていければと考えて

います。また、第 1回令和 7年度食品表示懇談

会で議論した結果、今年度から新たに旧食品衛

生法に由来する個別品目ごとの表示ルールに

ついても、本分科会で議論することになりまし

た。今後、都道府県等の自治体及び関係団体等

の利用状況などを取りまとめて 9 月以降の本

分科会で今後の方向性などを議論いただきた

いと考えています」との挨拶があり、続いて議

題についての検討が行われました。

■ 旧食品衛生法に由来する個別品目ごとの

表示ルールの見直しについて

消費者庁から、旧食品衛生法に由来する個別

品目ごとの表示ルールの見直しの考え方や対

象範囲、スケジュール等について説明がありま

した。

≪見直しの考え方≫

⚫食品表示基準の別表で規定されている個別品目ごと

のルール（旧食品衛生法由来事項）は、食品衛生法

に表示基準があった時代から、飲食に起因する衛生

上の危害の発生の防止や、消費者に対する食品の特

性の伝達等の観点からその役割を果たしてきた。し

かし、横断的な表示基準が策定され、別表第 19 及び

20 を見なくとも、他の表示事項から判断が可能なも

のもあり、時代とともにその役割が終了しているも

のもあると思われる。

⚫近年、容器包装上の義務表示事項が拡大していくこ

とに伴い、表示内容が増加した結果、食品表示の複

雑さ・難解さが指摘されているところ。消費者の視

認性を確保するには、消費者にとって有益な情報以

外の表示の義務付けは縮小すべきであるとも考えら

れる。

消費者庁 個別品目ごとの表示ルール見直し分科会（第 10 回）

凍り豆腐、乾めん類が審議され、

定義や名称ルールは存続の方向へ

▲ 検討会の様子
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≪≪対対象象範範囲囲≫≫  

⚫ 対象範囲は、別表第 19、20（加工食品の個別ル

ール関係）とし、別表第 19 と別表第 24（生鮮

食品の個別ルール）とが対となって両方に掲げ

られているものについては、対象外とする。 

⚫ 生鮮食品は、横断的表示事項として名称と原産
地のみが義務表示事項となっており、食品表示

懇談会での見直し議論の対象としていなかった

ことから、今回の見直しでも対象外とする。 

⚫ 地方自治体アンケート調査、関係者からのヒアリン
グ等により、対象とした事項ごとに必要性の有無を

確認し、残す場合、改正する場合は、合理的な必要

性を確認する。 

 

≪≪ススケケジジュューールル≫≫  

⚫ 本年 6 月～8 月に、「主な利用者と考えられる都道

府県等の地方自治体に利用状況のアンケート」や「事

業者に対して、お客様相談窓口等に寄せられた消費

者からの問合せの実態調査」を実施。 

⚫ 本分科会において、9 月に上記の結果を報告し、10

月に改正の方向性を検討。 

⚫ 12 月の親懇談会に分科会の検討結果を報告、パブリ
ックコメント、消費者委員会への諮問等、所定の手

続きを経て、旧 JAS 法由来の個別ルールと同時の施

行等を目指す。 

 

【【意意見見・・質質疑疑】】  

委員からは、以下の意見等がありました。 

・分かりやすくシンプルな表示にすること、安

全性に関する情報を残すこと、公正競争規約

の有無など個別の事情に勘案するなどして

議論が進むと考えている。 

・旧食品衛生法由来のルールを見直すにあた

り、項目ごとの検討事項を始めに示していた

だきたい。 

→（消費者庁）基本的には、食品衛生法に基

づく規格基準や乳等命令に合致している

ことを表示しており、保健所等の収去や行

政の監視に利用されているため、主な利用

者である保健所等に利用の実態を調査す

る。長年表示され、消費者も利用している

と思われることから、企業のお客様相談窓

口等に寄せられた消費者からの問合せの

実態も調査したい考えである。 

→（委員）安全性の観点から残さなければな

らない表示がある一方で、調理冷凍食品の

凍結前加熱の有無のように消費者の誤認

を招いている表示もある。様々な観点で慎

重に検討して頂きたいし、その観点を示し

ておくと自動的に残すものと残さないも

のが分かりやすくなると思う。 

→（消費者庁）検討に際して、品目ごと項目

ごとに表示の意図を示したい。 

・（座長）調査結果が出次第、順次検討を進め

ていきたい。 

 

詳
細
は
下
表
参
照 

【【対対象象範範囲囲】】  

① 即席めん類（即席めんのうち生タイプ即席めん以外

のものをいう。） 

② 無菌充填豆腐（食品、添加物等の規格基準第１食品

の部Ｄ各条の項の豆腐に規定する無菌充填豆腐を

いう。） 

③ 食肉製品（食品衛生法施行令第 13 条に規定するも

のに限る。） 

④ 乳 

⑤ 乳製品 

⑥ 乳又は乳製品を主要原料とする食品 

⑦ 鶏の液卵（鶏の殻付き卵から卵殻を取り除いたもの

をいう。） 

⑧ ゆでがに 

⑨ 魚肉ハム、魚肉ソーセージ及び特殊包装かまぼこ 

 

⑩ ふぐを原材料とするふぐ加工品 

⑪ 鯨肉製品 

⑫ 冷凍食品 

⑬ 容器包装詰加圧加熱殺菌食品 

⑭ 缶詰の食品 

⑮ 水のみを原料とする清涼飲料水 

⑯ 果実の搾汁又は果実の搾汁を濃縮したものを凍結

させたものであって、原料用果汁以外のもの 

 

【【対対象象外外】】  

Ａ 食肉（鳥獣の生肉（骨及び臓器を含む。）） 

Ｂ 切り身又はむき身にした魚介類（生かき及びふぐを

原材料とするふぐ加工品を除く。）であって、生食

用のもの（凍結させたものを除く。） 

Ｃ 生かき 

個個別別品品目目ごごととのの表表示示ルルーールルのの見見直直しし（（旧旧食食衛衛法法由由来来事事項項））のの検検討討のの対対象象範範囲囲（（案案））  

（資料 1 を基に作成） 
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■ 凍凍りり豆豆腐腐のの個個別別品品目目ルルーールル  

 

凍り豆腐の個別品目ルールと業界団体等の

要望の概要について、消費者庁から説明があり、

続いて、全国凍豆腐工業協同組合連合会（以下、

全凍連）の青木専務理事から、資料に基づいて

説明がありました。 

定定義義（別表第 3）  

［見直し要望］現状維持 

［理由］ 

・凍り豆腐とそれ以外の食品との線引きが明

確になっている。 

個個別別ルルーールル（（名名称称））（別表第 4）  

［見直し要望］現状維持 

［理由］ 

・一般名称として、凍り豆腐、こうや豆腐、し

み豆腐は認知されていると考える。 

個個別別ルルーールル（（原原材材料料名名・・添添加加物物・・内内容容量量））（別

表第 4）  

［見直し要望］廃止 

［理由］ 

・原材料名及び添加物は、横断ルールで対応可

能である。 

・内容量は、300g を境に重量と個数を併記す

る個別ルールが分かりにくく、横断ルール

で対応可能である。 

追追加加的的なな表表示示事事項項（別表第 19）  

［見直し要望］廃止 

［理由］ 

・「調理方法」についてのルールがなくとも事

業者が自ら表示するため。 

表表示示のの様様式式（別表第 20）  

［見直し要望］廃止 

［理由］ 

・調理方法の文字の大きさは、調理方法を廃止

するのであれば不要。その他の部分に関し

ては、横断ルールで対応可能である。 

表表示示禁禁止止事事項項（別表第 22）  

［見直し要望］廃止 

［理由］ 

・横断的な表示禁止事項や、景品表示法で対応

可能である。 

注：「全国凍豆腐工業協同組合連合会 

提出資料」を基に作成  

【【意意見見・・質質疑疑】】  

委員からは、以下の意見等がありました。 

・凍り豆腐は日本の誇る伝統食品であり、別表

第 3の定義を残すことに賛成する。地域ごと

に高野豆腐（こうやどうふ）や凍豆腐（しみ

どうふ）などの名称があり、その伝統を尊重

する意味でも、別表第 4の名称の表示ルール

を残すことについて賛成する。 

▲ 凍り豆腐の製造工程（一般的な製造例） （資料 2-2 より） 
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・凍り豆腐の生産量はどれくらいか。また、全

凍連の組合員のシェアを知りたい。

→（全凍連）生産量は大豆使用料の 43～45％

に換算した数字が該当し、令和 6 年で

6,000 トンを少し上回るくらいの生産量

である。凍り豆腐に限定した統計数値が世

に出ていないので確実なことは言えない

が、工場生産企業は長野県のみと思われ、

90％以上、100％に近いシェアである。

・定義に即さない類似品などが流通している

現状はあるか。

→（全凍連）北海道で「一夜凍り」という冷

凍食品が販売されているが、最後の乾燥工

程がないため、凍り豆腐とは異なる。また、

地域で土産物程度に製造している場合は、

乾燥や熟成しない製品もあるかと思われ

る。インスタント味噌汁の豆腐は、原料は

大豆だが熟成工程がなく、似て非なるもの

である。

・（座長）要望通り、定義と名称は現状維持、

その他の項目は廃止する方向で取りまとめ

たい。

■ 乾めん類の個別品目ルール

乾めん類の個別品目ルールと業界団体等の

要望の概要について、消費者庁から説明があり、

続いて、全国乾麺協同組合連合会（以下、全乾

麺）の日永田専務理事から、資料に基づいて説

明がありました。

定義（別表第 3）

［見直し要望］現状維持

［理由］

・消費者の購買時や喫食時の利便性に必要な

役割を果たしており、自主的かつ合理的な

商品選択の参考となる重要な情報として浸

透している。

個別ルール（名称）（別表第 4）

［見直し要望］現状維持

［理由］

・定義と同様に重要な情報である。

個別ルール（原材料名・添加物・内容量）（別

表第 4）

［見直し要望］廃止

［理由］

・横断ルールで対応可能である。

追加的な表示事項（別表第 19）

［見直し要望］一部廃止及び一部現状維持

［理由］

・「調理方法」は、乾めんの場合、これまで、

たっぷりの熱湯で適切な時間しっかり茹で

ること、茹でた後にお湯を切ってその後冷

水でめんを洗う（締める）こと、こうするこ

とでめんのコシやのどごしなど食感の良さ

を出すため表示しているが、これらについ

ては、製造業者は日本の食文化、伝統食品の

特長として必ず書くことであるため、任意

表示として位置付けることとして、廃止を

要望する。

・「そば粉の配合割合」は、消費者等の利便性

から現状の義務表示として継続することが

商品提供の安定性からも必要であるため現

状維持を要望する。

表示の様式（別表第 20）

［見直し要望］一部廃止及び一部現状維持

［理由］

・別表第 19 に合わせ、「そば粉の配合割合」

の表示に関する規定は現状維持とし、その

他については廃止する。

表示禁止事項（別表第 22）

［見直し要望］現状維持

［理由］

▲ 前列：全乾麺 日永田専務理事（左）と

星野物産㈱品質保証室 須藤室長（右）

後列：全凍連の青木専務理事（左）と
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・「手延べ」は伝統的な「手延製法」によって

製造されるめん類であり、品質の特長を持

つ用語として広く認識されており、流通上

も混乱を招かない合理的解決のためにも明

示する必要があるため。 

・伝統的食品の乾めんは気候風土等による独

特の製法が全国各地にあり生産地も商品の

一部となっている例が多い。「製めん地」は

消費者等の合理的選択や利便性の観点から

重要な情報であり義務表示として定着して

いるため、現状維持を要望する。 

注：「全国乾麺協同組合連合会提出資料」を基に作成  

  

【【意意見見・・質質疑疑】】  

委員等からは、以下の意見等がありました。 

・（消費者庁）別表第 19 のそば粉の配合割合

の規定は、そば粉の配合割合が 30％未満の

製品も存在することを前提に成り立ってい

るルールと考えられる。一方で、一部の消費

者からは「そば粉の配合割合が極めて低いも

のを「そば」と名乗れるのはいかがなものか」

とのご意見もある。その点の見解をお聞かせ

いただきたい。 

→（全乾麺）乾めん類には「干しそば」の JAS

があり、そば粉の配合割合が 50％以上は

上級、40％以上は標準と規定されている。

一方で、消費者の嗜好や廉価な製品を求め

る需要もあり、高価なそば粉の配合割合を

下げたそば粉 3 割未満も必要な製品であ

る。しかし、アレルギーへの配慮から、き

ちんと表示をするルールとしている。業界

では多様なそば製品を製造していきたい。 

→（乾めん製造業者）乾めんは、そば粉の配

合割合が高いほど製造が難しくなり、そば

粉 3割くらいがちょうど作りやすい。今は

加工技術の工夫によりそば粉の配合率が

高まっており、5割など高配合の製品が増

えてきている。業界も、なるべくそば粉の

多い美味しい製品を製造したいと努力し、

そば粉さえ入っていれば「そば」であると

いうものはないように取り組んでいる。 

・JAS の格付率を知りたい。 

→（全乾麺）格付品は非常に少ない。 

→（消費者庁）JAS は任意の制度であり、JAS

格付品以外にもそば粉が 4割、5割の製品

が流通しているし、8 割や 10 割などと表

示された製品もある。また、原料料名を見

れば半分以上そば粉が含まれているかど

うかも分かる。 

・できるだけ表面にそば粉の配合割合を表示

もらうと消費者は選びやすい。 

・格付率がとても低いことは承知しており残

念に思う。5年毎の見直しで事業者が JAS マ

ークを付けやすい規格になるよう検討して

頂きたい。そば粉 3割未満の場合の配合割合

表示を残す判断はとても良い。 

・そば粉の割合表示は他品目との整合性から

考えると削除した方が良いと思うが、そば粉

3 割未満の場合にその旨を表示しているの

であれば、業界の特別な事情とも思える。と

ても悩ましいが、現状に合わせてこれを残す

ことに賛同する。 

・製造者の表示があれば製めん地表示は必要

ないのではないか。 

→（消費者庁）製造所の表示は、販売者と製

造者固有記号で表示

することも出来、最後

に包装した場所を製

造所として表示する

場合があるため、必ず

しもその表示で製め

んした場所が分かる

わけではない。製めん

地表示には製麺した

場所が分かる意味が

ある。 

・製めん地表示があるこ

とで、ルールがしっかり

と守られる意味がある

のだと思う。 

→（全乾麺）産地ごとの

▲ 製めん地表示例 

（資料 3-2 より） 
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独自の製法があり、消費者にとっても製め

ん地表示が残されることが重要である。引

き続き残していただきたい。 

・そうめんは、「播州」「三輪」「島原」など

地名＝ブランドになっている。本来であれば

GI マーク（地理的表示）のような形で差別化

するのが良いのであろうが、事実上、製造地

がブランドになっている。一方で、組合を組

織して独占的な使用権がある場合は、アウト

サイダーは当該製造地であっても使えない

ブランド名もあるかと思う。乾めんに関して

は製めん地表示が理に適っていると思う。 

・（座長）個人的に、そば粉の配合割合につい

て、即席めんとの兼ね合いを気にしていた。

配合割合はぜひ表示してほしいが、消費者が

納得する「そば」の線引きを再考しても良い

かと思う。 

→（全乾麺）廉価な製品を求める消費者がい

る状況があるので、選択の幅を広げる意味

で今は必要な規定だと考える。 

・（座長）要望通り取りまとめたい。 

・（消費者庁）別表第 20 について、乾めんの

場合、一括表示の表示事項は名称、原材料名、

原料原産地名と続くが、横断ルールでは原材

料名と原料原産地名の間に添加物の欄があ

る。今回、乾めんでも横断に合わせる改正を

したい。 

 

■ そそのの他他  

 

次回（第 11 回）は 7 月 16 日に、「削りぶ

し」「煮干魚類」及び「食酢」の検討を予定し

ている旨が事務局から伝えられ、分科会は終了

しました。 

なお、本分科会の全ての資料は消費者庁 WEB

ページ（https://www.caa.go.jp/policies/po

licy/food_labeling/meeting_materials/revi

ew_meeting_012/042645.html）からご覧いただ

けます。 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 18 日に、令和７年度食品表示懇談会 第

4 回 食品表示へのデジタルツール活用検討分

科会が開催されましたので、以下に概要をお伝

えします。 

議議    題題  

（1）分科会の進め方について 

（2）商品情報の連携に向けた取組について 

（経済産業省） 

（3）商品規格書の授受デジタル化について 

（株式会社インフォマート） 

（4）商品情報授受の標準化に向けた取組について 

（PITS事務局） 

消費者への情報開示を充実する観点から、容

器包装上の表示の一部を代替する手段として、

デジタルツールにより情報提供を行う場合の

検討について、これまで 3回にわたり議論が行

われました。 

 

■ 分分科科会会のの進進めめ方方ににつついいてて  
 

 

消費者庁から、これまでの議論を踏まえた技

術的課題や今年度の検討スケジュールイメー

ジについて説明がありました。 

 

消費者庁 食品表示へのデジタルツール活用検討分科会（第 4回） 

技技術術的的課課題題にに沿沿っったた議議論論はは  

次次回回かかららススタターートト  

（資料 1より） 
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消費者庁から、これまでの議論を踏まえた技

術的課題や今年度の検討スケジュールイメー
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■ 商商品品情情報報のの連連携携にに向向けけたた取取組組ににつついいてて  

（（経経済済産産業業省省））  
 

 

経済産業省から、サプライチェーンの効率化

のために、経済産業省において業界横断的に検

討を進めてきた取組について紹介がありまし

た。経済産業省では、昨年度商品情報連携標準

に関する検討会を開催し、①消費者に対する商

品情報の説明責任、②共通情報での協調、③ブ

ランドオーナーによるシングルインプット、④

一括取得・共同利用、⑤一意に識別可能な商品

の共通 ID の利用の 5 つの原則に沿って商品情

報の共有を進めることとなりました。 

経済産業省としては、行政のダブルトラック

とならないよう、消費者庁と歩調を合わせて進

めたいと発言があり、消費者庁からも、食品表

示という最後の消費者に伝達する部分だけを

見て検討するのでなく、全体として食品以外も

含めた情報の扱い方が決まっていく中で、それ

をどのように食品表示にも活用できるのか検

討したいとの発言がありました。 

■ 事事業業者者へへののヒヒアアリリンンググ  

 

関連事業者 2 件（株式会社インフォマート、

PITS（商品情報授受標準化会議））のヒアリン

グが行われました。 

委員からは、規格書登録数、規格書の登録権

限、公開の範囲、タイミング等について質問が

あり、それぞれの事業者が回答しました。 

 

■ そそのの他他  

 

消費者庁から、次回の分科会は 7月 30日 9:

30 から開催する旨説明がありました。 

本分科会の全ての資料は消費者庁 WEB ペー

ジ（https://www.caa.go.jp/policies/policy

/food_labeling/meeting_materials/review_m

eeting_014/042536.html）からご覧いただけま

す。 

 

 

 

 

（資料 2 より） 
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■ 商商品品情情報報のの連連携携にに向向けけたた取取組組ににつついいてて  

（（経経済済産産業業省省））  
 

 

経済産業省から、サプライチェーンの効率化

のために、経済産業省において業界横断的に検

討を進めてきた取組について紹介がありまし

た。経済産業省では、昨年度商品情報連携標準
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経済産業省としては、行政のダブルトラック

とならないよう、消費者庁と歩調を合わせて進

めたいと発言があり、消費者庁からも、食品表

示という最後の消費者に伝達する部分だけを

見て検討するのでなく、全体として食品以外も

含めた情報の扱い方が決まっていく中で、それ

をどのように食品表示にも活用できるのか検

討したいとの発言がありました。 

■ 事事業業者者へへののヒヒアアリリンンググ  

 

関連事業者 2 件（株式会社インフォマート、

PITS（商品情報授受標準化会議））のヒアリン

グが行われました。 

委員からは、規格書登録数、規格書の登録権

限、公開の範囲、タイミング等について質問が

あり、それぞれの事業者が回答しました。 

 

■ そそのの他他  

 

消費者庁から、次回の分科会は 7月 30日 9:

30 から開催する旨説明がありました。 

本分科会の全ての資料は消費者庁 WEB ペー

ジ（https://www.caa.go.jp/policies/policy

/food_labeling/meeting_materials/review_m

eeting_014/042536.html）からご覧いただけま

す。 
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１１．．ははじじめめにに  ――  有有機機農農業業推推進進のの背背景景  

 

近年、国内外で持続可能な農業に対する関

心が高まっています。特に化学合成農薬や化

学肥料の使用を抑制し、環境負荷を低減させ

る有機農業は、消費者の健康志向や気候変動

対策の観点から注目されています。日本にお

いても、農林水産省は「みどりの食料システ

ム戦略」を掲げ、2030 年までに有機農業面積

を全耕地の25％に拡大する目標を打ち出して

います。しかし、有機農業は慣行農業と比較

すると収量や品質の安定が難しく、特に病害

虫防除の課題が大きいことが、生産現場にお

ける導入拡大の障壁となっています。 

業 界 の動 向 

山山下下  雄雄  

公益社団法人 日本技術士会 登録 食品産業関連技術懇話会 会員 

AGURI DESIGN COMPANY株式会社 代表取締役 

  
＜＜筆筆者者ププロロフフィィーールル＞＞  

文部科学省国家資格である技術士（農業部門 農芸化学）で、土壌肥料、土壌改良および肥料の品

質の技術コンサルタントです。農林水産業に関するコンサルティングを得意とし、作物の適性に合

わせた土づくりや土壌分析からの収益向上など、現場におけるあらゆる問題点等に対し専門的な

知識と経験からトータル的にアドバイスいたします。また、全国の 6次産業化支援、福祉関連およ

び海外での指導も行っており、課題等の即戦力となる情報や実務と課題解決を提供いたします。 

▲ AGURI DESIGN 

COMPANY（株） 
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こうした状況を打開するためには、科学的根

拠に基づいた技術の導入と、制度面の整備が不

可欠です。有機農業は単なる「化学資材を使わ

ない農業」ではなく、環境保全と経済性を両立

しながら社会的価値を創出する高度な農業形

態といえます。生産者が安定した収量と品質を

確保しつつ、持続的な経営を実現するためには、

病害虫防除を含む全体的な生産システムの高

度化が求められています。 

 

２２．．ババイイオオスステティィミミュュラランントト資資材材のの現現状状

とと期期待待  

 

バイオスティミュラント資材は、植物の栄

養吸収促進や耐ストレス性向上、品質改善な

どを目的に使用される資材で、肥料や農薬と

は異なる「第三のカテゴリー」として注目さ

れています。欧州では 2019 年の肥料製品規則

（EU Regulation 2019/1009）により法的位置

付けが明確化され、科学的エビデンスに基づ

く製品評価と認証が進んでいます。 

一方、日本では法的な定義や評価制度が確

立されておらず、現場での利用は限定的です。

それでも、近年はアミノ酸、海藻抽出物、微生

物製剤など多様な資材が導入され、果樹、茶、

野菜など様々な作物で活用が進んでいます。

特に、着色不良の改善や糖度向上、日持ち向

上など品質面での効果が期待されています。

例えば、ブドウでは着色や糖度の均一化、茶

では香気成分の向上が見られ、出荷価格の向

上や輸出拡大につながるケースも報告されて

います。 

 今後は、有機栽培に対応したバイオスティ

ミュラント資材の開発、科学的根拠に基づく

データの蓄積、使用方法の最適化、地域ごと

の試験結果の公開が不可欠です。さらに、消

費者や流通関係者への情報発信を強化するこ

とで、市場からの信頼性を高め、普及促進に

つながると期待されます。 

 

３３．．特特定定農農薬薬のの現現状状とと課課題題  

 

有機農業における病害虫防除は、収量と品

質に直結する極めて重要な要素です。病害虫

被害を抑制できなければ、収量低下や商品価

値の減少を招き、経済的損失が大きくなりま
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す。現在、日本で認められている特定農薬の

数は非常に限られており、現場では十分な防

除手段を確保できない状況が続いています。 

特定農薬は、天然由来の成分を主体とし、

環境や生態系に配慮した資材ですが、その選

択肢の少なさが新規での有機農業参入や普及

の大きな障壁となっています。特に、気候変

動の影響による病害虫の多発や新規発生が問

題となる中で、限られた資材のみで防除を行

うことは、収量や品質の安定性を著しく損な

う可能性があります。 

海外では、生物農薬、フェロモン剤、天敵製

剤、植物抽出物など、多様な天然由来資材が

認可され、実用化されています。これにより、

化学合成農薬に頼らずとも病害虫防除が可能

となり、安定した生産が実現しています。日

本においても、こうした海外で認可を受けて

いる天然由来の有効資材を積極的に評価し、

特定農薬として有機農産物の日本農林規格の

「表 B.1」（旧「別表 2」）にできるだけ多く反

映させる言わば『日本モデル』を早急に進め

ることが求められています。 

また、作物ごとに異なる病害虫に対応する

ためには、現場ニーズを的確に把握し、作物

および病害虫ごとに最適な天然由来資材を導

入していく必要があります。こうした取り組

みにより、生産者が安心して病害虫防除を実

践でき、品質・収量の安定化が図られ、有機農

業のさらなる普及促進につながります。さら

に、これらの資材の導入は、生産者のみなら

ず、流通業者や消費者にとっても大きなメリ

ットがあります。病害虫被害が軽減されるこ

とで、安定した供給と品質保持が実現し、市

場での信頼度向上や価格競争力の強化にもつ

ながります。 

 

４４．．海海外外動動向向ととのの比比較較とと示示唆唆  

 

欧州では、「Farm to Fork 戦略」を中心に、

農業の環境負荷低減と消費者保護を両立する

政策が進んでいます。資材面でも、公共研究

機関と民間企業が連携し、先進的な病害虫防

除資材の開発・実用化を推進しています。さ

らに、スマート農業技術の導入により、より

精密な資材施用と防除が可能となり、安定し

た生産が実現しています。 

アメリカでも、民間企業と研究機関が共同

でバイオスティミュラントや生物農薬の開発
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を進め、環境保全と高収量を両立させる動き

が加速しています。たとえば、土壌微生物資

材を活用した根張り強化技術や、植物ホルモ

ン活性を利用した病害虫耐性強化資材などが

既に実用化され、多くの農家で成果を上げて

います。 

これに対し、日本では制度整備や資材開発

の面で遅れをとっている部分がありますが、

地域ごとの気候特性を活かした独自技術開発

の余地は大きいと言えます。今後は、海外の

先進事例を参考にしながら、科学的根拠に基

づく資材評価と制度改革を進め、国際競争力

の強化と国内普及の両立を図る必要がありま

す。 

 

６６．．今今後後のの展展望望とと提提言言  

 

有機農業の推進において、バイオスティミ

ュラント資材と特定農薬は生産性と品質を支

える基盤技術であり、その普及が成功の鍵を

握ります。特に、病害虫防除においては、海外

で認可されている多様な天然由来資材の導入

を推進し、表 B.1 にできる限り反映させるこ

とが不可欠です。また、科学的エビデンスに

基づく評価体制の強化、登録制度の簡素化と

迅速化、現場での実証データ共有が必要です。 

さらに、農家が安心して有機農業に取り組

めるよう、教育・研修体制の充実と流通・消費

者とのコミュニケーション強化も重要です。

これにより、消費者の理解と信頼を深め、国

産有機農産物のブランド価値を高めることが

可能となります。また、輸出市場においても、

日本の高品質な有機農産物は大きな強みを持

ち、競争力向上に直結していくでしょう。 

将来的には、有機栽培に対応したバイオス

ティミュラント資材や特定農薬の開発だけで

なく、土壌分析技術や気象予測技術と組み合

わせた統合的栽培管理の確立が必要です。こ

れにより、さらに精緻で持続可能な生産体系

が構築されると思います。行政、研究機関、民

間企業、そして農業者が一体となり、持続可

能で競争力のある有機農業の実現に向けた取

り組みを加速させることが期待されます。今

後も多様な関係者が連携し、日本の有機農業

が世界に誇れるモデルとなるよう推進してい

くことが求められています。 
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公益社団法人 日本技術士会は、文部科学省が実施する国家試験の代行機関で 21 部門の専門分野、

例えば農業・水産・生物工学・経営工学・建設・機械・電気電子・情報工学・環境・森林・衛生工学・

資源工学・総合技術監理部門などからなります。 

本企画では、JAS と食品表示誌に「業界の動向」として、（公社）日本技術士会登録グループである

「食品産業関連技術懇話会」のメンバーが毎月執筆をさせて頂いており、当会が、農林水産省を始めと

する諸官庁、独立行政法人等に対して「食品産業に関する適時的な情報提供又は提案」をした最近の事

例を紹介致しております。 

当会の活動目標は、「産官連携による食に関連するテーマ」を取り上げ、フードサプライチェー

ン（種苗・栽培・養殖・肥育・処理・加工・包装・流通・喫食・廃棄）の過程での課題を抽出し、

専門家（技術士）として適切な提言をしてゆくことです。 

そして、会の企画・運営は会長、幹事、会員が一致団結してその役割を分担し、精力的に食品産

業の発展のために鋭意努力を傾けています。 

 

第 83 回農林水産省と食品産業関連技術懇話会との定例会合の内容は以下の通りです。 

１．期 日 2025 年 5 月 26 日（月）13:00～17:00 

２．場 所 日比谷図書文化館、セミナールーム B（会場・Zoom によるハイブリッド方式） 

３．参加者 農林水産省 2 名、食品産業関連技術懇話会 14 名（オンサイト：6 名、WEB 参加：8 名) 

４．挨 拶 

◎農林水産省大臣官房新事業・食品産業部 企画グループ

（中小企業等担当）川添 英記氏 

・毎回、本懇話会には大変関心深く参加させて頂いている。 

・フードサプライチェーンが重要なテーマである。 

◎食品産業関連技術懇話会 会長 田中 好雄氏 

・本会合発足 40 年を迎えさらなる躍進を期したい。 

・変動する食品産業への対応を主体に議論したい。 

５．講 演（農林水産省） 

(1)豊豊田田  泰泰寛寛氏 

☆演題：「「令令和和 77 年年度度農農林林水水産産関関係係予予算算のの概概要要」」 

・予算は、総額 2 兆 2,706 億円で、特に食料安全保障の強化に力を入れ実施予定とのこと。 

・大臣官房新事業・食品産業部企画グループとしては、特に、合理的な価格形成、地域型食品

企業等連携促進事業（個別資料）について重点的に取り組む予定である。 

［［質質疑疑応応答答］］  

・米の畑作への転換率等について目標が設定されていることについて、定量的な目標管理が必

要と考えるが、具体的な数字をお聞かせいただきたい。 

（回答）質問にずばりと答えることにならないと思うが、農産局企画課が米をめぐる状況につ

いて数値を既にインターネット上に公開しているので、ご確認頂きたい。 

公益社団法人 日本技術士会 登録グループ 

食食品品産産業業関関連連技技術術懇懇話話会会  活活動動報報告告  

食品産業関連技術懇話会 会長 田中 好雄 

▲ 農林水産省からの挨拶 
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・合理的な価格形成において、適正価格かどうかをどのようにして調査するのか。 

（回答）コストに関する説明が十分理解されるよう、コスト考慮の具体的な方法を明確化する

ことにより、売り手・買い手の双方がコストを考慮した上で、最終的な取引価格は当

事者間で決定する。コストの指標の作成・公表は認定した団体が行い進める予定。 

６．講 演（食品産業関連技術懇話会） 

総総合合テテーーママ「「変変動動すするる世世界界情情勢勢とと食食品品産産業業のの現現状状とと課課題題をを探探るる」」  

(1)伊伊藤藤  健健氏（技術士 農業部門） 

☆演題：「「外外部部環環境境のの変変化化にに対対すするる食食品品業業界界のの動動向向」」 

・外部環境の変化に対する食品業界の現状と課題（コロナ後の機内食を起点として） 

2020 年 4 月に新型コロナの感染拡大に対する緊急事態宣言が出され、同宣言が解除された

2023 年 5 月下旬までの 3 年間で国内外の飛行機の搭乗客が激減し、機内食需要が消滅。機内

食業者では、製造スタッフを全員解雇した。 

2023 年 5 月下旬のコロナ明けに機内食の需要が回復したが、調理員不足で、機内食サービ

スに大きな変化が生じた。すなわち、従来は、原料から加工していたが、調理冷凍食品をそ

のまま盛り付けるようになり、宗教対応食、ヴィーガン対応食を通常食として供給するよう

になった。 

・和食の拡大 

和食のユネスコ無形文化遺産登録を契機に世界中で和食がブームになっている。 

✓米国では、寿司が大人気で、日本人の板前、寿司職人の求人が増えている。 

✓フランスでは、和食料理人が地場漁師に活〆を指導したことがきっかけで、地場のシェ

フに活〆の魚処理方法が広まっている。また、国内需要が激減していた南部鉄器の鉄瓶

が現地で大人気になっている。 

［［質質疑疑応応答答］］  

・お茶の栽培に関わっているが、お茶のハラール、コ

ーシャ、ヴィーガンを含めた輸出に対するポテンシ

ャルはどのくらいあるか。 

（回答）海外では抹茶が好まれる。抹茶でなくても玉

露を粉末化したものでもよい。海外では、お

茶に限らずアボガドやクロレラなど緑色を

したものが好まれる場合が多い。お茶はお菓

子類の副原料としての引き合いが強く、それ

なりに需要が多い。 

・日本の農産物のうち、海外から輸出を求められるも

のは何か。 

（回答）農産物でいうと、バーブやブルーベリー、栗、かぼちゃなどが挙げられる。特に、栗や

かぼちゃはお菓子類の原料となるため、引き合いがある。 

 

(2)田田中中  好好雄雄氏（技術士 農業部門・経営工学部門） 

☆演題：「「『『売売れれるる商商品品化化』』へへののアアドドババイイスス  ――食食ののババリリュューーチチェェーーンン戦戦略略――」」 

・「世界の食文化」の紹介 

✓日本食文化のトレンド：日本の伝統的な酒造りがユネスコ無形文化遺産に登録 

✓訪日外国人旅行者関心事第一位は｢日本食を食べること｣ 

✓タイ王国の食文化：屋台文化、移動青果物販売車、フードコート等 

✓南米の食文化：ボリビア｢シュラスコ｣､｢肉料理とスープ｣､エクアドル･キト｢中食｣ 

✓アフリカの食文化：タンザニア｢コーヒー･紅茶｣､ケニア｢ナイルパーチ｣ 

▲ 会場風景 
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・「顧客満足を実現」する 4つのキーワード 

✓食品産業を取巻く｢国内外情勢の変化を掴む｣ 相互関税､円安､インバウンド 

✓食品産業を取巻く｢国内外の状況｣を捉える 

✓｢フードサプライチェーン｣の基本概念を知る 

✓｢トレーサビリティ｣を実現する各種ツールの導入 非接触 IC タグ､QR コードなど 

［［質質疑疑応応答答］］  

・温度感受性の TTI ラベル（時間の経過と温度の変化により、色の変化するラベル）の取り扱

いの注意点は何か？ 

（回答）包材入荷後の温度管理を徹底すること（基準温度を上回らないこと）である。 

・包材のリサイクル率が 30％とのお話しがあったが、一つひとつの包材について 30％なのか、

平均して 30％なのかをお聞きしたい。 

（回答）一つひとつの容器包材について 30％である。 

・米の価格高騰があり、これからまさにサプライチェーンの見直しが検討されることになるが、

今後の方向性についてどのように予想されるか。 

（回答）政府方針や利害関係者の間できちんと議論していくことが必要である。基本に立ち戻

り、サプライチェーンをきちんと回すことが非常に大事だと考える。 

≪次回予定≫ 

第 84 回農林水産省と食品産業県連技術懇話会の意見交換会は、2025 年 11 月を予定。 

場所：日比谷図書文化館、テーマ：「食品産業が直面する商品開発の決め手に迫る」 

議事録作成:大西 透会員 

ちちょょっっととひひととややすすみみ    島島﨑﨑眞眞人人  のの今今月月ののおおすすすすめめ  

大学受験に失敗し、現在浪人中の光一（こういち）は、中小企業に勤める父親、パートで家計の一部を助ける母親

と中学生の妹がいるごく平凡な４人家族。その家族のもとに８５歳のおばあちゃんが新幹線でやってくるところから物

語は始まる。 

光一の家庭は、父親の収入も良いとは言えず、そのうえおばあちゃんの面倒をみなければいけないこととなり、駅ま

で迎えに行った母親と光一の会話は、どこかぎこちないものとなりがち。そのうえ、父親の会社は経営難、母親のパート

先であるお店の経営も芳しくない。当然、家族の会話はどことなくよそよそしい。 

こんな中で、「もしおばあちゃんが近い将来ボケたり、介護が必要になったら、わが家は大丈夫なのか。」光一の心

配は当然ともいえるが、最も家にいる時間の多い浪人中の光一におばあちゃんの面倒をみる役割が回ってくる。 

おばあちゃんが外出して転んだら大変、事故にあわないとも限らないと、光一は常におばあちゃんと行動を共にする

なか、徐々におばあちゃんの他人との接し方や生き方に不思議な魅力を感じるようになる。どんな人にも、困っている

のを見るとそっと援助の手を差し伸べる。しかもおばあちゃんが援助したことをわからないように細心の注意を払う。 

家計がピンチで暗くなりそうな光一の家庭も、おばあちゃんの、これまでの人とのつながりをもとに、なんとなく好転

させていく。時には優しい嘘をつきながら、時にはどんな人でもホッとするような料理を武器に、おばあちゃんの周りに

いる人々がどんどん幸せになっていく。 

８５年という年月を多くの人と向き合って実直に生きてきたことを糧に、優しさいっぱいに人を惹きつける魅力あるお

ばあちゃん。誰しもがあこがれる生き方かもしれない。読み進めるうちに、やさしい嘘も、人を傷つけないためには必要

だと、思わず心の中で納得し、微笑んでしまう。そして愛情に満ちた手作り料理がどれほど人に力を与えるかをわから

せてくれた一冊でもあり、心をあたたかくしてくれる一冊でもある。 

「「ひひかかりりのの魔魔女女」」        山本 甲士 著／双葉文庫  
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① 法及び

有機食品の検査認証制度

（一社）日本農林規格協会

島﨑眞人

②有機加工食品の日本農林規格及び

認証の技術的基準

（一社）日本オーガニック

検査員協会 丸山豊 氏

【Ａコース】

生産行程管理者・小分け業者

③各論：生産行程の管理又は把握の

方法及び格付の方法（外国格付表

示を含む）、小分けの方法及び格

付の表示の方法

【Ｂコース】

輸入業者

③各論：輸入品の受入れ・保管の方

法及び格付の表示の方法

（一社）日本オーガニック

検査員協会 丸山豊 氏

（一社）日本オーガニック

検査員協会

［第 回］隈部順子 氏

［第 回］井筒綾子 氏

① 制度について
農林水産省 大臣官房新事業・食品産業部

食品製造課基準認証室 担当官

②食品表示について
宮城大学

名誉教授 池戸重信 氏

③品質管理概論
柴田 マネジメント㈱

代表取締役 柴田純男 氏

④確認テスト －

⑤食品の安全性
アース環境サービス㈱

学術部 北日本エリア長 島﨑光臣 氏

⑥食品工場における

衛生管理

ジャパン・フードセイフティドクター㈱

代表取締役 池亀公和 氏

⑦品質管理活動の実際
（一財）日本食品検査 首都圏事業所

衛生検査部門 技術顧問 井上誠 氏

ＪＡＳ講習会・セミナーのご案内

お申込み及び詳細は、ＪＡＳ協会ホームページをご覧ください。講義内容・講師は都合により変更となる場合がございます。

 食品製造業品質管理担当者等一般講習会

01
テストＷＥＢ

会 場 ２日間 資 格

修了書

●食品関係全品目に共通する品質管理等について、一般的な基礎知識

の習得を目的としています。

●多彩な講師陣による講義は、食品工場や流通関係者から好評です。

カリキュラム・講師 対象

・食品製造業で、

品質管理や JAS 格付業務の担当者

・社員教育にも利用可能

日程

第 1 回：5/22（木）-23（金） 終了

第 2 回：10/7（火）-8（水） 東京 受付中

第 3 回：2/17（火）-18（水） 東京 準備中

料金（非課税）

会 場：30,000 円～

ＷＥＢ：40,000 円～

お申込・詳細はこちら→

…JAS 認証の技術的基準で義務付けられている資格要件を満たす講習会として、登録認証機関から指定されています。
本講習会を指定している登録認証は、JAS 協会ホームページでご確認いただけます。

資 格

 有機加工食品ＪＡＳ講習会

02
テストＷＥＢ

会 場
Ａｺｰｽのみ

1 日間 資 格

修了書

●食品に有機表示をするためには、JAS の認証取得が必要です。

●有機食品の認証制度、有機加工食品の JAS、認証の技術的基準につ

いて、基礎～実践的な内容まで分かりやすくご説明します。

カリキュラム・講師 対象

・生産行程管理者（有機加工食品のみ）、小分

け業者、輸入業者、外国格付表示業者

・JAS 認証の取得を検討中の方

・社員教育にも利用可能

日程

第 1 回：6/18（水） 東京 終了

第 2 回：11/5（水） 東京 受付中

第 3 回：未定

料金（非課税）

会 場：12,000 円～

ＷＥＢ：17,000 円～

お申込・詳細はこちら→
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